
学校名：名古屋外語･ﾎﾃﾙ･ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ専門学校

１　学校目標

２　学校自己評価報告書について

自己評価の結果が適切か 改善に向けた取組みが適切か 今後の改善方策が適切か

基準１（教育理念・目的・育成人材像等）
3.7 3.7 3.3

基準２（学校運営）
3.7 3.7 3.7

基準３（教育活動）
3.7 3.7 3.7

基準４（教育成果） 3.3 3.3 3.3

基準５（生徒支援） 3.7 3.7 3.7

基準６（教育環境） 3.7 4 4

基準７（生徒募集と受け入れ） 3.3 3.7 3.7

基準８（財務） 4 4 4

基準９（法令等の遵守） 3.7 3.7 3.7

基準10（社会貢献） 4 4 4

３　今後の改善意見

４　今後の具体的な改善方策

平成２５年度　学校関係者評価報告書

・各種資格取得状況も向上しており、更なる成果を期待したい。

・英語教育のより一層の充実を図るために、教材研究を継続的に行ってゆきたい。

学校目標に対する評価・意見

学校自己評価報告書についての評価点の平均（４段階で評価）

・本学園の建学の精神である、社会から喜ばれる知識と技術を持ち、歓迎される人柄を兼ね備えた人材を育成し、科学技術・文化の発展に貢献する

・知識・技術といった学生個々の能力を引き上げると共に、品格とホスピタリティ精神を兼ね備えた魅力ある人材を育成する。

・「夢をかたちに」を実現する。

・教育目標もはっきりしており、目標達成がそのまま教育成果の向上に繋がることを期待したい。

・海外研修等も充実しており、学生たちにとっても人間形成の良い経験が出来ている。

学校自己評価報告書基準

・広報活動の一環としてＳＮＳを活用しているが、リアルタイムで更新するべきなので、担当者を固定したほうが良いのではないか。

・専門学校としてのコンセプトがより明確になるように工夫してはいかがか。

・グローバル化の中で、英語教育の重要度は益々高くなるので、対応できるような準備をする必要があるのではないか。

・ホームページの充実と共に、ＳＮＳの有効活用ということでFacebookの運用を始めた。今後、これをより充実させてゆきたい。

・本校の教育方針・方向性というものをより分かりやすい易い言葉で表現したい。


